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タンパク質は20種類のアミノ酸を基質として合成された後、メチル化
やアセチル化、ユビキチン化など多様な翻訳後修飾を受けることで、そ
の構造や機能、局在などが調節される。プロテオミクス解析の発展に
より、今日までに様々な翻訳後修飾が発見されてきたが、その生物学
的意義については明らかになっていないものがほとんどである。翻訳
後修飾の機能を生化学的に解析するには、特定の位置に特定の修飾を
持つタンパク質の調製技術が必要不可欠となるが、このような「修飾
タンパク質」はどのように作製するのだろうか？本セミナーでは、リ
ボソーム翻訳によるタンパク質生合成系、およびペプチド固相合成によ
るタンパク質化学合成系を比較しながら最先端の修飾タンパク質作製
技術について紹介する。さらに、両技術の応用研究や将来展望につい
ても議論したい。


